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本研究の目的は，久保田浩氏の三層構造論の歴
史的意義と今後の可能性について，白梅学園大学
附属白梅幼稚園（以下，附属白梅幼稚園と略記）
の実践等と関連づけながら，検討をしていくこと
である。本研究は，「保育構造研究会」に所属す
る教員によって構成されている。構成教員は，金
田利子，高田文子，瀧口優，秋山治子，佐々加代
子，鈴木慎一朗，花原幹夫，川喜田昌代である。
この研究会は，保育の構造について広く学びたい
という意識の基に，2006年４月 25日に発足した
組織である。これまでに，文献購読，講師を招聘
しての勉強会等を通して，研究の基礎を築いてき
た（「研究年報」№12，2007年・№13，2008年に
掲載）。
2008 年度の研究申請書では，以下の４点の研
究課題を挙げた。①附属幼稚園の保育実践の検
討。 ②三層構造における歴史的意義。 ③三層構
造における今日的な課題。 ④国際的視野からみ
た三層構造。これら４点の課題すべてを解決する
ことはできなかったが，2008 年度に重点的に取
り組むことができた課題は，上記の①と②につい
てである。具体的には，2008 年度は，計９回の
研究会を開催して課題の検討を行っていった。以
下に回数と検討概要を記す。第１回（４／23）…
教育・福祉研究センターの研究申請についての検
討を行った。第２回（５／14）…三層構造におけ
る歴史的意義について，講師を招聘して勉強会を
実施することについての検討を行う。第３回（６
／24）…附属白梅幼稚園が発行する「白梅の保育
№３」を相互に読み合うことで，附属白梅幼稚
園における保育実践と三層構造の関係や位置づけ
等の検討を行う。第４回（７／15）…保育構造論
の歴史についての研究者である宍戸健夫氏を講師
として招聘し，三層構造における歴史的意義につ
いて学ことを検討，決定する。第５回（９／19）…
宍戸健夫氏による講演と質疑応答。講演の概要は，
倉橋惣三氏の保育構造論から戦前戦後のいくつか
の保育構造論の特徴，さらには，レッジョ・エミ
リアのプロジェクト学習の特徴などを論じながら，
久保田浩氏の三層構造論の特徴を論じた内容であ
る。第６回（10／14）…宍戸健夫氏の講演内容に
ついての検討。第７回（１／６）…附属白梅幼稚
園が発行する「白梅の保育 №４」を相互に読み
合うことで，附属白梅幼稚園における保育実践と
三層構造の関係や位置づけ等の検討を行う。第７
回（２／26）…「白梅の保育 №４」にある各年
齢クラスの実践報告について，新年度４月の研究
会までに，研究会メンバーが分担して分析考察を
行うことを検討した。
2008年度に取り組むことができなかったいく
つかの課題については，今後，継続的に研究をし
ていく予定である。
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